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アンケート結果 一部抜粋 

International Forum on Quality & Safety in Healthcare 2014, Paris 

Remote Participation Program ～ Strive for Excellence, Seek value, Spark a Revolution. ～ 

国際医療の質・安全学会 2014 第 5 回遠隔地参加プログラム 

～卓越さの追及、価値の創造、変革の加速 ～ 

The Future of Patient Safety： Seeing safety through the patient’s eyes 

「患者安全の未来 ～患者の視点から安全を考える～」（チャールズ・ヴィンセント先生）について 

①関心のあるテーマでしたか 

 

 

 

 

 

 

 

②「Patient Journey」について理解が深まりましたか 

 

 

 

 

 

 

 

③「多様なリスク管理モデル」について理解が深まり

ましたか 

 

 

 

 

 

 

  

大変関心が

あった

52(16%)

ある程度関心

があった

182(57%)

あまり関心

がなかった

42(13%)

関心がなかった

0(0%)
無回答

44(14%)

(人) 

n=320 

(人) 

n=320 

大変深まった

61(19%)

ある程度深まった

183(57%)

あまり深まら

なかった

29(9%)

深まらなかった

1(0%) 無回答

46(15%)

大変深まった

64(20%)

ある程度深まった

181(56%)

あまり深ま

らなかった

21(7%)

深まらなかった

0(0%)
無回答

54(17%)

(人) 

n=320 
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④講演を理解するために以下の資料は役に立ちましたか 

1) 映像の日本語字幕 

 

 

 

 

 

2) 解説冊子（日本語） 

 

 

 

 

 

3) スライド冊子（日本語訳付き） 

 

 

 

 

 

 

⑤今後の診療、教育、業務に役に立つ内容でしたか 

 

 

 

 

 

 

 

⑥セッション全体は満足できるものでしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変役に立った

114(36%)

ある程度役に立った

148(46%)

あまり役に立た

なかった

13(4%)

役に立たなかった

0(0%)
無回答

45(14%)

大変役に立った

108(34%)

ある程度役に立った

150(47%)

あまり役に立

たなかった

14(4%)

役に立たなかった

0(0%) 無回答

48(15%)

大阪大学医学部附属病院 

中央クオリティマネジメント部作成 

(人) 

n=320 

大変役に立った

115(36%)

ある程度役に立った

133(42%)

あまり役に立

たなかった

27(8%)

役に立たなかった

0(0%)

無回答

45(14%)

大変役に立つ

54(17%)

ある程度役に立つ

189(59%)

あまり役に

立たない

31(10%)

役に立たない

0(0%)
無回答

46(14%) 大変満足

69(22%)

どちらかといえば満足

171(53%)

どちらかといえ

ば不満足

29(9%)

不満足

1(0%)
無回答

50(16%)

(人) 

n=320 

(人) 

n=320 

(人) 

n=320 

(人) 

n=320 


